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裏地素材がスカートの着心地と活動性に及ぼす影響
○川端博子＊・小宮山 瞳＊＊・鳴海多恵子＊＊
(＊都立短大、＊＊東京学芸大)

（目的）裏地をつける目的として、形態の保持、着脱性や肌触りの向上、すべりによる動
作時の拘束性の減少などがあげられる。表地素材の多様化の中で、伸縮性素材の利用が増
えているが、これに伴い、伸縮性を有する織物構造の裏地が開発されている。本研究では、
伸縮性能の異なる表地に適した裏地の選定に関する知見を得ることを目的とし、タイトス
カートを例に、裏地の有無と素材の違いが着心地へ及ぼす影響を明らかにするとともに、
動作分析により活動性への影響について調べた。
（方法）①裏地に、従来型のﾎﾟﾘｪｽﾃﾙ、ｷｭﾌﾟﾗ裏地、伸長性織物裏地として、交織ｽﾄﾚｯﾁ、1
wayｽﾄﾚｯﾁ 、2wayｽﾄﾚｸﾁ を用いた。５種類の裏地で作製したスカートの着心地（すべりの良
さ、動きやすさ、肌触りのよさ、好ましさ）を、15人の被験者の一対比較により判定した。
②伸長特性の異なる織布と編布を表地に用い、ﾎﾟﾘｪｽﾃﾙ裏地つき、2wayｽﾄﾚｯﾁ 裏地つき、裏
地なしの３種のスカートの着心地について①と同様、官能検査を行った。③５人の被験者
による着用実験を行い、動作の分析から裏地の性質が歩行に及ぼす影響について計測した。
（結果）①裏地の好ましさに関する平均嗜好度は、ｷｭﾌﾟﾗ、ﾎ°!lｴｽﾃﾙ、2wayｽﾄﾚｯﾁ の順で高い
評価を得た。従来型のものは、滑りやすさと肌触りの評価が高く好ましいとされたのに対

し、伸長性に優れる裏地は、滑りや肌触りの評価は低いが、動きやすいため好まれた。②
伸長性の少ない表布のスカートでは、滑りのよい裏地が好まれたが、編布のスカートでは、
伸長性のある裏地が好まれた。いずれのスカートも裏地つきを好ましいとする傾向がみら
れた。③動作分析から、編布のスカートに高伸縮性を有する裏地をつけることで、快適な
着用感と活動性を保持できることが示唆された。
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並縫いにおける縫い糸の引き抜き抵抗

○長 田美智 子　　　 永井 房 子　　 （相 模女 子 大学 ）

（目的）　手縫いでは、針の元にある針穴に通した糸が、針に引っ張られながら布の間を

くぐり抜け、布と布とを縫い合わせて縫い目が構成される。縫い糸への布の摩擦抵抗によ

り、縫い糸の疲労現象が起こると考えられることより、その疲労性を究明するために、絹

糸、カタン糸、パッチワーク用糸を使って、並み縫い縫合を行った時の糸を引き抜く際の

引き抜き抵抗について、針目数や縫い糸との関連、及び布の構造との関連について検討し

た。

（試料）　試料布としてさらし、ブロードの ２ 種、試料糸として絹糸、カタン糸、パッ

チワーク用糸の３種を使用。

（方法）　試験片の両端5cm を残し、10  cm 間を一気に運針（並み縫い）して糸こき

を １ 回行う。針目の大きさは1  0 cm 間で５日、30 日、60 日の ３種類とし、縫い糸

については一重と二重の２種類で行い、同一人が縫製を行った。繰り返しは３回である。

縫合後、テンシロンSTM －T －1 ０ ０ＢＰにより引っ張り速度5  0 mm ／m  i n 、縫合

布より縫い糸を引き抜く距離5cm の条件にて引き抜き抵抗挙動及び引き抜き抵抗値を測

定した。

（結果）　縫い糸は縫合布より引き抜かれる初期に大きな抵抗を受けることが各糸におい

て観察された。針目数が増すと引き抜き抵抗値は増大する。引き抜きの初期における最大

抵抗値及び引き抜き抵抗が平衡になった状態における抵抗値、共に二重縫いの方がー重縫

いより大きい。


